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十勝管内の事故 （2018/12）
○ 16：00～18：00 歩行者事故・・・デイ・ライト、ハイビーム

○ 深夜の時間帯 歩行者事故・・・ハイビーム （こまめに切り替え）

○ 追突､交差点の出合い頭事故が･･･６０％

○ 事故原因は、前方不注意・安全不確認･･･５０％

○ 「余裕がない」のも、原因のひとつ

○ 「停止線」の手前で、必ず止まりましょう

○ 「右折待ち車」に追突する事故も多発･･･1台前の車に気をとられ

○ スリップ事故は・・・４０ｋｍ/ｈを超えると、死亡事故の確立アップ

○ ５０才以上のベテラン運転手の事故・・・慣れからくる、危険感受性の低下

【だいじょうぶだろう運転･･･から、かもしれない運転に切り替えましょう】

運転手 積み卸し作業時、荷台から転落事故多発
運転手が、荷主企業・現場などで荷物を積み卸しする際に荷台から誤って転落して負傷する例が目立っている

今後、高所作業での積み卸し時に脚立や足場の点検を十分に行うよう求める

２メートルの脚立から転落、死亡
作業の男性転落死 労災事故、バランス崩し立脚から

２０１８／１２／１５（土） １０：３９

１４日午後３時ごろ、福島県の雑木林で、伐採作業をしていた、男性（７７）が脚立から転落し、全身を強く打ち

、約１時間後に死亡した。警察によると、男性は高さ約２メートルの脚立に上って伐採作業をしていたところ、バ

ランスを崩して落下したという。事故当時、男性は１人で作業しており、雑木林を所有する知人男性が発見、１１９

番通報した。

上富良野 路面凍結 カーブ
反対車線にはみ出し、雪に突っ込む 乾燥中の救急車

◇アイスバーン スピードダウンと車間距離◇

２０１８年１２月１５日 ０８時４６分

１４日午後１１時半ごろ、上富良野町で、病院に患者を搬送していた救急車が、センターラインをはみ出し反

対車線の道路脇に積もった雪に突っ込む事故がありました。患者は別の救急車で搬送されけがはありませんでし

たが、同乗していた看護師ら２人が軽いけがをしました。現場は片側１車線の緩やかなカーブで、当時、路面は

凍結していたということです。

信号交差点 出合い頭に衝突 1人死亡、5人けが
◇見落とすな 『赤信号』◇

◇『黄色信号』は・・・止まれ ◇

２０１８／１２／１６（日） ０：３０

１５日午前９時４５分ごろ、三重県の信号交差点で軽自動車とワンボックスカーが出合い頭に衝突し、１人が死亡、

５人がけがをしました。警察はどちらかが信号を無視した可能性があるとみて調べています。

ダンプ上げたまま走行 橋桁落下
ダンプ下敷き、運転手閉じ込め

２０１８／１２／１５ １７：２０

１５日午前１０時３５分ごろ、解体中の橋にダンプが衝突、橋桁の一部が落下し、ダンプが下敷きになった。

埼玉県警によると、運転手が負傷し閉じ込められており、消防などが救出作業を進めている。落下した橋桁は長

さ約５０メートル、重さ約５２トン。ダンプは解体工事のため土砂の運搬作業をしていた。橋の下を通過する際

、荷台を上げた状態だったため衝突したとみて調べている。


